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大垣市 宮下　芳子
梅薫る

中津川市 後藤　在利
慈　愛

岐阜市 西尾　光明
悠　悠

岐阜市 井上　　勝
成就の喜び

優秀第四席 優秀第五席
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32

日  本  画
※審査員　櫻井　正信 氏

　色調は統一感があり良いですが、坂道の遠近感が強調されすぎており、構図に改
善の余地があります。また、画面の中心に花が配置されている点も再考の余地があ
ります。もう一工夫加えることで、さらに魅力的な作品になるでしょう。

　秋の湖畔の雰囲気がよく表
現されています。ただし、左
右の木の距離感が同じなた
め、構図が左右対称的になり
すぎている点が惜しいです。
もう少し工夫することで、さ
らに魅力的な作品になるで
しょう。

路　地

薄　暮

岐阜市　　　川地　勲子

羽島市 中川　ゆう

　墨の濃淡が非常に良いで
す。ただし、構図が画面の下
半分に集中しているため、全
体のバランスを考慮するとさ
らに良くなるでしょう。

春の奥飛騨
北方町 平田　貞夫

優秀第一席

優秀第二席

優秀第三席

美術作品
日
本
画

日
本
画



32

日  本  画
※審査員　櫻井　正信 氏

　色調は統一感があり良いですが、坂道の遠近感が強調されすぎており、構図に改
善の余地があります。また、画面の中心に花が配置されている点も再考の余地があ
ります。もう一工夫加えることで、さらに魅力的な作品になるでしょう。

　秋の湖畔の雰囲気がよく表
現されています。ただし、左
右の木の距離感が同じなた
め、構図が左右対称的になり
すぎている点が惜しいです。
もう少し工夫することで、さ
らに魅力的な作品になるで
しょう。

路　地

薄　暮

岐阜市　　　川地　勲子

羽島市 中川　ゆう

　墨の濃淡が非常に良いで
す。ただし、構図が画面の下
半分に集中しているため、全
体のバランスを考慮するとさ
らに良くなるでしょう。

春の奥飛騨
北方町 平田　貞夫

優秀第一席

優秀第二席

優秀第三席

美術作品
日
本
画

日
本
画



大垣市 宮下　芳子
梅薫る

中津川市 後藤　在利
慈　愛

岐阜市 西尾　光明
悠　悠

岐阜市 井上　　勝
成就の喜び

優秀第四席 優秀第五席

日 本画
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多治見市　　　大内　明子
観世音菩薩

岐阜市　　　竹市　フサ
柳川の初夏

本巣市　　　関田　節子
黄色の薔薇

瑞穂市　　　宇野　睦子
夢　想

岐阜市　　　津田　尚子
風　神

関ケ原町　　　河合　久雄
郡上八幡城

大垣市　　　佐藤　美智子
牡　丹

美濃加茂市　　早川　志津香
小山観音

優秀第四席 優秀第五席

58

洋
　画

日
本
画



　透明水彩の絵であるが、光と影と山道を歩く人の感じが愛情をもって描かれてい
て、好感が持てます。

その先へ 大垣市 佐藤　淳子

優秀第一席

洋　画
※審査員　青木　年広 氏

美術作品

　大胆な構図で遠近感が力強く表現されています。

鉄　路　（てつろ）　 笠松町 五藤　雅哉

　写真的で空間にもっと工夫された色の巾があるとさらに良くな
りますが、全体的に根気よく描かれています。

ドナウ河岸とブタ城 美濃加茂市 今井　寿美子

優秀第二席

優秀第三席

76
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洋
　画



　透明水彩の絵であるが、光と影と山道を歩く人の感じが愛情をもって描かれてい
て、好感が持てます。

その先へ 大垣市 佐藤　淳子

優秀第一席

洋　画
※審査員　青木　年広 氏

美術作品

　大胆な構図で遠近感が力強く表現されています。

鉄　路　（てつろ）　 笠松町 五藤　雅哉

　写真的で空間にもっと工夫された色の巾があるとさらに良くな
りますが、全体的に根気よく描かれています。

ドナウ河岸とブタ城 美濃加茂市 今井　寿美子

優秀第二席

優秀第三席

76

洋
　画

洋
　画



多治見市　　　大内　明子
観世音菩薩

岐阜市　　　竹市　フサ
柳川の初夏

本巣市　　　関田　節子
黄色の薔薇

瑞穂市　　　宇野　睦子
夢　想

岐阜市　　　津田　尚子
風　神

関ケ原町　　　河合　久雄
郡上八幡城

大垣市　　　佐藤　美智子
牡　丹

美濃加茂市　　早川　志津香
小山観音

優秀第四席 優秀第五席

58

洋
　画

日
本
画



工
　芸

洋
　画

912

瑞穂市 武藤　恵津子
旅の思い出

大垣市 佐藤　春代
花ことば（自己愛）

瑞浪市 片桐　洋治
馬　籠

郡上市 大前　肇
秋 (あき）

土岐市 加藤　佳市
大銀杏（上之郷）

瑞浪市 勝股　敬
清　流

瑞穂市　　　清水　きよ子
花器　胎動

土岐市　　　
井野　太郎久

切り絵
雪の庭

優秀第四席 優秀第五席

岐阜市　　　後藤　康子
やみくも編みの籠

羽島市　 
南谷　美由紀

スヌーピー

羽島市 　
田中　真

まねき猫

本巣市 　大野　美千子
和紙ちぎり絵　きつね



　それぞれの気持ちがそれぞれの表現として歌い、踊っている様で見ていて楽しく
感じます。

土岐市　　　小栗　恭子

優秀第一席

工　芸
美術作品

※審査員 辻　　喜久恵 氏
松岡　まち子 氏

十二支

　頭の中で浮かんできた物が素晴らしい作品を作りだし、色々と時の流れを表
現されたのだと思う。
　この光がまた楽しみだと思う。

　色使いがとても味わい深く、自身が絵の中に入ってみたくなる程にさそわれて
いる様だ。

日本橋
土岐市
大井　すみ子

端午の節句
瑞浪市　　　
安藤　秀範

優秀第二席

優秀第三席

1110
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　芸

工
　芸
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工
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旅の思い出
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花ことば（自己愛）
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本巣市　　　森下　裕子
花　器

笠松町　 野々垣　美智子
花雑巾　（はなぞうきん）

大垣市
水谷　紀子

花

大垣市 　河合　将司
一心

美濃加茂市　渡邉　富美枝
マクラメ　タぺストリー　雅

　赤い狐と緑の狸の面にはそれぞれの表情が表現され、迫力のあ
る作品になっている。
　後ろの扇の盤に設置され、作品がまとまっていてすばらしい。

優秀第二席

優秀第三席

大垣市　　　和田　悟赤い狐と緑の狸

　仏像の愛染明王像にテーマ性が感
じられ顔や手の動きがすばらしい。
　頭部の部分にはきめ細かな表現が
されている。円卓（台座）の模様が
規則正しく表現されている。

瑞穂市　　　舘林　英昭

愛染明王像

1316

工
　芸

　彫
　刻



郡上市 　
𠮷岡　文子

ハイビスカスの花

郡上市　　　北條　弘子
晴れ着姿の十二支

瑞浪市　 岩島 月子
押絵　羽子板 瑞浪市 　加藤　信子

切り絵　郡上踊り

恵那市　安藤　秀子

つるし飾り
花づくし

1514

工
　芸

優秀第一席

美術作品

彫　刻
※審査員 森島　昭道 氏

　木彫の美しさや、しっとりとした
テーマ性が人物の動きの中に表現さ
れている。
　木目を生かした前面および胸のあ
たりに量感を感じるとともに動きが
表現されている。

郡上市　　　熊﨑　義登

緑風 (りょくふう )

彫
　刻
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大垣市　　早野　正美

岐
阜
市
　
　
　吉
村
　由
美
子

大
垣
市
　
　
　齋
藤
　常
正

曹
伯
啓
の
句
　江
山
如
画
知
豪
傑
風
月
無
私
慰
寂
寥

大
垣
市
　
　
　佐
藤
　敬
顕

松
風
鶴
夢
清
シ

李
白
の
言
葉

優秀第四席

優秀第五席

花と愛

青
す
だ
れ大

垣
市

福
岡
　篤
子

1720

海津市　　渡邊　勝正

節木増

大垣市　　大内　博史

阿弥陀如来坐像
各務原市　　野倉　光春

キョウリュウ団らん

美濃加茂市　　平谷　俊夫

墨　壺

奨　励　賞奨　励　賞
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祥
雲
麗
碧
空

関
ケ
原
町
　
　
　河
合
　久
雄

優
秀
第
一
席

優
秀
第
二
席

優
秀
第
三
席

※審査員

書

美術作品

早川　修 氏

　隷
書
体
を
木
に
刻
む
。
体
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

画
数
の
多
い
文
字
と
少
な
い
文
字
に
よ
り
線
の

太
さ
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　横
面
と
横
面
と
の
間
、 

文
字
間
と
の
間
、

心
地
よ
く
感
じ
ま
す
。 ま

ま

19

　書

18

　書

各
務
原
市
　
　大
里
　雅
教

漢
誌
七
言
二
句

　十
四
文
字
の
大
小
・
長
短
を
熟
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
の
白
が
勝
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
逆
に
墨
の
黒
が
勝
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
紙
面
に
程
よ
く
配
置
さ

れ
た
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

大
垣
市
　
　
　田
中
　令
子

旅　長
穂
の
筆
で
線
に
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
・

太
い
・
細
い
の
変
化
を
十
分
に
表
現
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
の

白
と
墨
の
黒
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
表
現

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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大垣市　　大内　博史

阿弥陀如来坐像
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美
濃
加
茂
市
　
　
　

兼
松
　よ
お
子

心
に
華
を

24

養
老
町
　
　
　植
田
　芙
美
子

郡
上
市
　
　
　岩
上
　清
子

多
治
見
市
　
　
　松
瀬
　都
瑠
枝

良
寛
詩
　「萩
の
花
」

仏
書
（
ぶ
っ
し
ょ
）

百
人
一
首

中
津
川
市
　
　
　田
口
　美
幸

三
更
月
は
照
ら
す
画
窓
の
外…

中
津
川
市
　
　
　纐
纈
　つ
る
子

家
に
詩
書
の
声
有
り

瑞穂市　　　野川　速雄
惜　春

羽島市　　　山田　輔男
水上の曲芸

恵那市　　　鈴木　吉一
やったぜ！　大物だ

中津川市　　　熊澤　一郎
棚　田

21

　書

写
　真

優秀第四席 優秀第五席

奨　励　賞

奨　励　賞



22 23

　山車を覆いつくす赤と黄色の紙吹雪に迫力があります。
　カラー写真ならではの原色が入り混じった作品は目を引く存在です。画面上部に
写る地面をもう少しカットしたいです。

花吹雪舞う 恵那市　　安藤　秀美

優秀第一席
※審査員

写　真
美術作品

安藤　茂喜 氏

写
　真

　手前は幼鳥で後ろは親鳥でしょう。
　同じポーズで仲睦まじい瞬間を捉えています。水しぶきが作品に動きを
だしていて良いです。

親子で着水 岐阜市　　可児　芳春

　斜めから入った光が
効果的で晩秋の情景を
上手く伝えています。
立ち上がる煙が風のな
い穏やかな日であるこ
とを伝えています。人
物の配置も良かったで
す。

籾殻焼き
中津川市　　
梅田　壮一

優秀第二席

優秀第三席

写
　真



22 23

　山車を覆いつくす赤と黄色の紙吹雪に迫力があります。
　カラー写真ならではの原色が入り混じった作品は目を引く存在です。画面上部に
写る地面をもう少しカットしたいです。

花吹雪舞う 恵那市　　安藤　秀美

優秀第一席
※審査員

写　真
美術作品

安藤　茂喜 氏

写
　真

　手前は幼鳥で後ろは親鳥でしょう。
　同じポーズで仲睦まじい瞬間を捉えています。水しぶきが作品に動きを
だしていて良いです。

親子で着水 岐阜市　　可児　芳春

　斜めから入った光が
効果的で晩秋の情景を
上手く伝えています。
立ち上がる煙が風のな
い穏やかな日であるこ
とを伝えています。
　人物の配置も良かっ
たです。

籾殻焼き
中津川市　　
梅田　壮一

優秀第二席

優秀第三席

写
　真



美
濃
加
茂
市
　
　
　

兼
松
　よ
お
子

心
に
華
を

24

養
老
町
　
　
　植
田
　芙
美
子

郡
上
市
　
　
　岩
上
　清
子

多
治
見
市
　
　
　松
瀬
　都
瑠
枝

良
寛
詩
　「萩
の
花
」

仏
書
（
ぶ
っ
し
ょ
）

百
人
一
首

中
津
川
市
　
　
　田
口
　美
幸

三
更
月
は
照
ら
す
画
窓
の
外…

中
津
川
市
　
　
　纐
纈
　つ
る
子

家
に
詩
書
の
声
有
り

瑞穂市　　　野川　速雄
惜　春

羽島市　　　山田　輔男
水上の曲芸

恵那市　　　鈴木　吉一
やったぜ！　大物だ

中津川市　　　熊澤　一郎
棚　田

21

　書

写
　真

優秀第四席 優秀第五席

奨　励　賞

奨　励　賞
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写
　真

瑞穂市 　川瀬　清
水音響く

各務原市　　　杉岡　光昭
参　道

羽島市　　　奥田　輝子
回　転

羽島市　　森　弘子
光　彩

羽島市　　冨田　昇
羽ばたき

本巣市 　浦上　豊實
飛　鮎

短歌

俳句

川柳

文芸作品

文
　芸



26 27

写
　真

大垣市　　　
金森　正行

蜜を求めて

大垣市　　　灰野　栄一
楽しい日

大垣市　　　奥田　芳子
雪解けの朝に見た光景

大垣市　　　
加納　益雄

雨上がりの
フェイス

瑞浪市 　棚橋　義光
幸　せ

関ケ原町　　安田　悦子
水中の検測（関ヶ原・十九女池）

瑞浪市　　　後藤　修
かっぱ橋

海津市　　　曽我　憲司
火影の織り

美濃加茂市　　渡辺　順次
トルネード

中津川市　　田口　敏朗
逃げた大物

垂井町　　　藤墳　裕悦
隠れ往く謎の城跡

恵那市　　　山田　達好
宇宙人？ハナショウブです

写
　真



26 27
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トルネード

中津川市　　田口　敏朗
逃げた大物

垂井町　　　藤墳　裕悦
隠れ往く謎の城跡

恵那市　　　山田　達好
宇宙人？ハナショウブです

写
　真



28 25

写
　真

瑞穂市 　川瀬　清
水音響く

各務原市　　　杉岡　光昭
参　道

羽島市　　　奥田　輝子
回　転

羽島市　　森　弘子
光　彩

羽島市　　冨田　昇
羽ばたき

本巣市 　浦上　豊實
飛　鮎

短歌

俳句

川柳

文芸作品

文
　芸
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中
津
川
市
　
　嶋
倉 

み
ど
り

優
秀
第
一
席　老

々
介
護
の
ひ
と
齣
、
作
者
が
夫
に
示
し
た
動
作
が
的
確
に
表
現
さ
れ
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
夫
婦
愛
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

紫
陽
花
の
色
移
り
し
を
見
せ
た
く
て

   
夫
の
ベ
ッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る

※審査員　後藤　左右吉 氏
短歌

短
歌

32

※審査員　田中　青志 氏
俳句

岐
阜
市
　
　小
原 

　照
吉

優
秀
第
一
席　俗

に
い
う 「
箸
の
上
げ
下
げ
に
ま
で
」、
優
し
く
気
遣
っ
て
く
れ
る
、
敬
老
会

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
嬉
し
く
て
有
難
く
、
従
っ
て
は
い
る
も
の
の
面

映
い
の
が
実
際
　そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
弱
弱
し
く
見
え
る
の
か
と
情
け
な
く
思
う
の

も
人
情
と
い
う
も
の
か
、
感
謝
、
感
謝
、
で
あ
る
反
面 

さ
み
し
く
思
う
の
は
贅

沢
と
い
う
も
の
か
。

 

（
さ
び
し
け
り 

は 

さ
び
し
か
り 

が 

よ
か
ろ
う
か
）

敬
老
日
い
た
わ
ら
れ
す
ぎ
さ
び
し
け
り俳

句
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優
秀
第
三
席

郡
上
市

　
　
　加
藤

　直
子

　青
麦
が
風
に
な
び
く
様
子
を
「
合
唱
の
子
ら
」
の
よ
う
だ
と
と
ら
え
た
と

こ
ろ
が
よ
い
。
さ
わ
や
か
な
作
品
で
あ
る
。

背
丈
ま
で
伸
び
し
青
麦
風
を
呼
び

   

合
唱
の
子
ら
の
よ
う
に
揺
ら
ぎ
ぬ

優
秀
第
二
席

大
垣
市

　
　
　高
橋

　久
子

　伊
吹
颪
の
吹
き
抜
け
る
終
着
駅
。
降
り
立
っ
た
の
は
作
者
だ
け
か
も
知
れ

な
い
。
孤
独
感
が
出
て
い
て
よ
い
。

終
着
の
降
り
た
つ
駅
は
冷
や
か
に

　
 

伊
吹
颪
は
頬
を
す
り
ぬ
く

短
歌

31

短
歌

紫
陽
花
の
日
毎
に
色
の
濃
く
な
り
て

   

雨
の
雫
の
染
ま
る
か
と
思
う

　
　各
務
原
市

　
　中

　野

　多
佳
子

涼
し
き
日
畦
踏
み
し
め
て
草
を
刈
る

   

水
田
に
映
る
逞
し
き
我

中
津
川
市

　
　粥

　川

　孝

　美

和
太
鼓
の
連
打
に
気
負
い
連
凧
の

　友
と
つ
な
が
り
自
由
な
空
を

岐
阜
市

　
　小

　野

　茂
登
子

ね
ば
ら
ぬ
事
の
な
き
今
幸
せ
よ

　自
由
気
ま
ま
に
余
生
楽
し
む

岐
阜
市

　
　堀

　
　
　
　
　学

生
さ
ぬ
仲
愛
一
筋
に
育
て
ら
れ

　

 

今
在
る
我
に
感
謝
の
涙

羽
島
市

　
　水

　谷

　廣

　子

生
か
さ
れ
て
米
寿
過
ぐ
る
も
短
歌
詠
み

　残
り
火
燃
や
し
九こ

こ

十の

路じ

迎
え
む

羽
島
市

　
　中

　川

　ゆ

　う

遺
さ
れ
し
壊
れ
か
け
た
る
目
覚
ま
し
の

　今
朝
も
律
義
に
我
を
起
こ
せ
る

羽
島
市

　
　高

　橋

　尚

　子

笑
顔
に
は
若
さ
を
保
つ
キ
ラ
キ
ラ
と

　リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
心
ウ
キ
ウ
キ

各
務
原
市

　
　山

　田

　純

　子

風
凪
て
客
船
見
ゆ
る
城
あ
と
に

　武
将
の
夢
を
偲
び
て
ひ
と
り

本
巣
市

　
　長

　友

　美
佐
子

さ
す
ほ
ど
の
雨
に
あ
ら
ぬ
と
折
り
た
た
む

　傘
に
つ
き
お
り
花
の
一
片

大
垣
市

　
　日
比
野

　友

　子

病
に
て
何
も
で
き
ず
に
伏
せ
た
る
を

　い
と
や
る
せ
な
く
悔
し
と
思
ふ

大
垣
市

　
　佐

　竹

　三
千
雄

検
診
日
忘
れ
ぬ
よ
う
に
メ
モ
残
し

　ど
こ
い
っ
た
か
と
あ
ち
こ
ち
探
す

大
垣
市

　
　田

　邉

　之

　雄

し
ら
じ
ら
と
露
立
ち
の
ぼ
る
朝
ぼ
ら
け

　

 

梅
雨
明
け
知
ら
す
初
蝉
の
声

大
垣
市

　
　落

　合

　守

　人

一
滴
の
水
も
電
気
も
節
約
し

　能
登
半
島
の
方
々
偲
ぶ

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

芽
出
し
て
育
て
る
野
菜
皆
根
付
き

　礼
言
い
千
切
る
労
楽
し
け
れ

養
老
町

　
　村

　上

　や
す
子

主
人
見
て
い
つ
も
笑
顔
で
向
い
合
い

　

 

二
人
三
脚
長
生
き
し
よ
う

養
老
町

　
　清

　水

　康

　子

今
日
ひ
と
日
誰
と
も
話
さ
ず
過
ぎ
た
れ
ば

　夕
べ
鳴
り
た
る
電
話
う
れ
し
き

中
津
川
市

　
　楯

　
　
　静

　子

白
鷺
の
一
羽
は
独
り
身
二
羽
夫
婦

　飛
び
た
つ
三
羽
子
連
れ
な
ら
む
か

中
津
川
市

　
　吉

　田

　順

　代

こ
の
畑
に
ト
マ
ト
培つ

ち
か

い
四
十
年

　増
え
ゆ
く
土
は
苦
難
の
歴
史

中
津
川
市

　
　中

　島

　さ
ち
子

口
喧
嘩
後
で
後
悔
二
人
し
て

　笑
っ
て
食
べ
る
夕
餉
の
肉
ジ
ャ
ガ

中
津
川
市

　
　片

　田

　百
合
子

手
か
ら
そ
の
足
先
ま
で
が
バ
チ
と
な
る

　五
人
一
組
太
鼓
の
演
奏

中
津
川
市

　
　片

　田

　久

　子

車
替
え
操
作
の
違
う
苛
立
ち
に

　テ
レ
ビ
で
見
た
事
故
脳
裏
を
走
る

中
津
川
市

　
　田

　口

　美

　幸

五
観
の
偈
と
な
え
て
頂
く
研
修
の

　心
に
身
体
に
沁
み
る
昼
食

中
津
川
市

　
　小

　島

　裕

　子

混
雑
す
る
駅
の
階
段
お
り
る
と
き

　去
年
と
ち
が
う
わ
が
身
の
危
う
さ

中
津
川
市

　
　田

　口

　享

　子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
が
あ
っ
て
の
支
え
合
い

　弁
当
作
り
の
味
見
も
楽
し

中
津
川
市

　
　田

　口

　い
く
代

谷
あ
い
の
し
ぶ
き
は
じ
け
る
岩
の
か
げ

　桃
色
の
ぞ
く
猩
々
袴

中
津
川
市

　
　吉

　村

　恵

　子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
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優
秀
第
三
席

郡
上
市

　
　
　加
藤

　直
子

　青
麦
が
風
に
な
び
く
様
子
を
「
合
唱
の
子
ら
」
の
よ
う
だ
と
と
ら
え
た
と

こ
ろ
が
よ
い
。
さ
わ
や
か
な
作
品
で
あ
る
。

背
丈
ま
で
伸
び
し
青
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の
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よ
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に
揺
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ぎ
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優
秀
第
二
席

大
垣
市

　
　
　高
橋

　久
子

　伊
吹
颪
の
吹
き
抜
け
る
終
着
駅
。
降
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立
っ
た
の
は
作
者
だ
け
か
も
知
れ

な
い
。
孤
独
感
が
出
て
い
て
よ
い
。

終
着
の
降
り
た
つ
駅
は
冷
や
か
に

　

 

伊
吹
颪
は
頬
を
す
り
ぬ
く

短
歌
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短
歌

紫
陽
花
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日
毎
に
色
の
濃
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な
り
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雨
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雫
の
染
ま
る
か
と
思
う
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務
原
市
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佳
子

涼
し
き
日
畦
踏
み
し
め
て
草
を
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水
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に
映
る
逞
し
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我

中
津
川
市
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　川
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和
太
鼓
の
連
打
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気
負
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連
凧
の

　友
と
つ
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が
り
自
由
な
空
を

岐
阜
市
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　野
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登
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ね
ば
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ぬ
事
の
な
き
今
幸
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よ

　自
由
気
ま
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に
余
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楽
し
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岐
阜
市

　
　堀
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ぬ
仲
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一
筋
に
育
て
ら
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今
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に
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過
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市
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ズ
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キ
ウ
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各
務
原
市
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　純

　子

風
凪
て
客
船
見
ゆ
る
城
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に

　武
将
の
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偲
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と
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本
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市
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子
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す
ほ
ど
の
雨
に
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折
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に
つ
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お
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の
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片

大
垣
市

　
　日
比
野

　友

　子

病
に
て
何
も
で
き
ず
に
伏
せ
た
る
を

　い
と
や
る
せ
な
く
悔
し
と
思
ふ

大
垣
市

　
　佐

　竹

　三
千
雄

検
診
日
忘
れ
ぬ
よ
う
に
メ
モ
残
し

　ど
こ
い
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す

大
垣
市
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し
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て
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う
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き

中
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一
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独
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連
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中
津
川
市
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畑
に
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史

中
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手
か
ら
そ
の
足
先
ま
で
が
バ
チ
と
な
る

　五
人
一
組
太
鼓
の
演
奏

中
津
川
市

　
　片

　田

　久

　子

車
替
え
操
作
の
違
う
苛
立
ち
に

　テ
レ
ビ
で
見
た
事
故
脳
裏
を
走
る

中
津
川
市

　
　田

　口

　美

　幸

五
観
の
偈
と
な
え
て
頂
く
研
修
の

　心
に
身
体
に
沁
み
る
昼
食

中
津
川
市

　
　小

　島

　裕

　子

混
雑
す
る
駅
の
階
段
お
り
る
と
き

　去
年
と
ち
が
う
わ
が
身
の
危
う
さ

中
津
川
市

　
　田

　口

　享

　子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
が
あ
っ
て
の
支
え
合
い

　弁
当
作
り
の
味
見
も
楽
し

中
津
川
市

　
　田

　口

　い
く
代

谷
あ
い
の
し
ぶ
き
は
じ
け
る
岩
の
か
げ

　桃
色
の
ぞ
く
猩
々
袴

中
津
川
市

　
　吉

　村

　恵

　子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま
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中
津
川
市
　
　嶋
倉 

み
ど
り

優
秀
第
一
席　老

々
介
護
の
ひ
と
齣
、
作
者
が
夫
に
示
し
た
動
作
が
的
確
に
表
現
さ
れ
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
夫
婦
愛
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

紫
陽
花
の
色
移
り
し
を
見
せ
た
く
て

   

夫
の
ベ
ッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る

※審査員　後藤　左右吉 氏
短歌

短
歌

32

※審査員　田中　青志 氏
俳句

岐
阜
市
　
　小
原 

　照
吉

優
秀
第
一
席　俗

に
い
う 「
箸
の
上
げ
下
げ
に
ま
で
」、
優
し
く
気
遣
っ
て
く
れ
る
、
敬
老
会

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
嬉
し
く
て
有
難
く
、
従
っ
て
は
い
る
も
の
の
面

映
い
の
が
実
際
　そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
弱
弱
し
く
見
え
る
の
か
と
情
け
な
く
思
う
の

も
人
情
と
い
う
も
の
か
、
感
謝
、
感
謝
、
で
あ
る
反
面 

さ
み
し
く
思
う
の
は
贅

沢
と
い
う
も
の
か
。

 

（
さ
び
し
け
り 

は 
さ
び
し
か
り 

が 

よ
か
ろ
う
か
）

敬
老
日
い
た
わ
ら
れ
す
ぎ
さ
び
し
け
り俳

句
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優
秀
第
三
席

各
務
原
市

　
　多
和
田

　瑠
璃

　わ
が
国
は
敗
戦
後
す
で
に
七
十
九
年
　戦
争
を
拒
否
し
平
和
を
維
持
し
て
き
た
、「
ノ
ー
、

モ
ア
、
戦
争
」
を
合
言
葉
に
　平
和
を
享
受
し
て
き
た
が
、
そ
の
惨
た
ら
し
い
人
間
の
殺
し

合
い
の
戦
争
が
、
こ
の
地
球
の
ど
こ
か
で
ま
だ
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と

で
あ
る
、
そ
の
世
界
平
和
の
先
が
暗
い
の
は
悲
し
い
こ
と
、
平
和
の
よ
ろ
し
さ
を
全
世
界
の

人
々
が
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と 

し
き
り
で
あ
る
。

　
　（ど
こ
か
は 

は 

ど
こ
か
に 

が 

よ
ろ
し
か
ろ
う
か
）

地
球
儀
の
ど
こ
か
は
戦
火

　五
月
闇

本
巣
市

　
　古
田

　美
代
子

　こ
の
金
の
真
桑
瓜
は
　黄
金
色
に
よ
く
熟
れ
真
桑
瓜
　郷
土
の
名
産
品
　そ
の
立
派
な
郷

土
の
名
産
品
を
ご
先
祖
様
に
お
供
え
し
て
の
法
要
、
後
か
ら
親
族
揃
っ
て
お
添
え
を
い
た
だ

く
の
も
　立
派
な
ご
先
祖
様
へ
の
感
謝
の
供
養
な
の
で
す
。

法
要
の
供
物
に
金
の
真
桑
瓜

優
秀
第
二
席

俳
句

36

川
柳

本
巣
市 

　福
田
　和
子

優
秀
第
一
席　男

性
の
平
均
寿
命
は
八
十
二
歳
で
す
。

　私
は
今
年
八
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
残
り
を
余
命
と
言
っ
て
い
ま
す
。

作
者
は
百
ま
で
生
き
る
つ
も
り
で
、
平
素
か
ら
畑
仕
事
に
精
を
出
し
た
り
、
毎
日

一
万
歩
、
と
運
動
に
心
掛
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　「足
洗
う
」
と
い
う
下
句
で
そ
う
い
う
生
活
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。

百
ま
で
は
生
き
る
つ
も
り
の
足
洗
う

※審査員　武山　博 氏
川柳
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ど
く
だ
み
の
匂
ひ
の
ま
ま
の
爪
を
切
る

岐
阜
市

　
　井

　川

　し
げ
子

花
む
く
げ
腰
無
き
筆
の
供
養
か
な

大
垣
市

　
　福

　岡

　篤

　子

春
泥
を
避
け
て
離
る
る
君
の
指

岐
阜
市

　
　長

　屋

　
　
　壽

手
向
け
花
能
登
に
哀
悼
春
の
海

大
垣
市

　
　髙

　木

　章

　子

百
畳
の
本
堂
抜
け
る
若
葉
風

岐
阜
市

　
　井

　川

　
　
　誠

デ
パ
ー
ト
の
閉
店
セ
ー
ル
夏
惜
し
む

岐
阜
市

　
　奥

　田

　雅

　章

あ
や
と
り
を
孫
と
そ
の
と
き
妻
少
女

岐
阜
市

　
　辻

　
　
　雅

　宏

無
住
寺
の
静
ま
り
か
へ
り
白
牡
丹

岐
阜
市

　
　寺

　田

　雅

　子

東
雲
へ
響
む
柏
手
年
新
た

岐
阜
市

　
　山

　下

　喜
代
子

父
祖
眠
る
山
河
色
づ
く
豊
の
秋

岐
阜
市

　
　堀

　
　
　
　
　学

薬
草
の
山
に
遊
ぶ
や
秋あ

き

茜あ
か
ね

岐
阜
市

　
　後

　藤

　康

　子

朝
晩
の
温
度
気
に
な
る
お
年
ご
ろ

各
務
原
市

　
　山

　田

　純

　子

姫
の
住
む
ほ
の
か
に
光
る
竹
の
秋

各
務
原
市

　
　有

　間

　崇

　生

寒
椿
雪
に
ふ
る
へ
て
一
つ
咲
く

各
務
原
市

　
　中

　野

　多
佳
子

春
眠
の
夢
で
よ
か
り
し
涙
か
な

本
巣
市

　
　小

　嶋

　歌

　子

紫
陽
花
や
童
子
微
笑
む
山
の
寺

本
巣
市

　
　長

　友

　美
佐
子

梅
雨
間
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
花
の
美
味
美
味
し
い

本
巣
市

　
　大

　平

　美
枝
子

初
音
聞
く
奥
の
院
へ
と
続
く
道

大
垣
市

　
　浅

　井

　高

　男

春
落
葉
仏
足
石
に
日
の
柔
し

大
垣
市

　
　新

　町

　恵

　子

ガ
ラ
ス
器
の
増
ゆ
る
食
卓
夏
に
入
る

大
垣
市

　
　早

　崎

　美
弥
子

五
月
雨
や
花
嫁
御
寮
傘
の
中

大
垣
市

　
　奥

　田

　和

　子

滝
し
ぶ
き
浴
び
て
思
は
ず
深
呼
吸

大
垣
市

　
　奥

　田

　義

　明

夕
暮
れ
の
花
の
向
こ
ふ
に
ひ
と
り
を
り

大
垣
市

　
　日

　比

　昌

　子

柿
若
葉
燃
え
滾
る
道
呂
久
の
道

大
垣
市

　
　北

　村

　え
み
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

佳

　作

佳

　作

俳
句

35

春
近
し
三
寒
四
温
の
繰
り
返
し

大
垣
市

　
　小

　寺

　ま
津
子

神
神
の
山
萬
緑
に
覆
は
れ
て

大
垣
市

　
　島

　岡

　嘉

　明

獅
子
岩
も
吠
え
る
熊
野
の
大
花
火

大
垣
市

　
　高

　橋

　ふ
み
え

雪
洞
や
み
な
花
冷
え
に
影
お
と
し

大
垣
市

　
　堀

　江

　敏

　子

風
雨
に
も
負
け
じ
と
咲
き
し
桜
か
な

大
垣
市

　
　岩

　田

　敏

　子

ゆ
っ
く
り
と
海
は
初
日
と
押
し
出
し
ぬ

大
垣
市

　
　日
比
野

　友

　子

城
垣
の
丸
に
十
字
や
梅
雨
に
浮
く

大
垣
市

　
　今

　津

　絹

　代

片
蔭
や
猫
の
親
子
の
寝
そ
べ
り
ぬ

大
垣
市

　
　高

　瀬

　鈴

　子

裾
野
ま
で
香
り
届
き
し
み
か
ん
の
花

大
垣
市

　
　大

　角

　信

　子

眺
望
は
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
や
ら
山
の
夏

大
垣
市

　
　鶴

　巻

　タ
ケ
ノ

臼
墨
の
花
に
負
け
じ
と
百
寿
の
姉

大
垣
市

　
　長

　江

　稔

　二

新
緑
へ
手
足
と
け
ゆ
く
露
天
の
湯

大
垣
市

　
　浅

　野

　
　
　正

幾
重
に
も
よ
り
そ
ふ
花
び
ら
紅
牡
丹

大
垣
市

　
　石

　垣

　真
里
子

庭
す
み
が
明
る
く
見
ゆ
る
半
夏
生

大
垣
市

　
　川

　出

　久
美
子

畑
帰
り
ほ
っ
と
一
息
冷
奴

大
垣
市

　
　富

　田

　洋

　子

妣
が
待
つ
籠
抱
え
し
蓬
と
り

大
垣
市

　
　林

　
　
　み
き
子

卒
業
や
孫
ハ
イ
タ
ッ
チ
の
大
き
な
掌

大
垣
市

　
　上

　田

　正

　衛

腕
借
り
て
歩
幅
拡
げ
る
花
吹
雪

海
津
市

　
　伊

　藤

　見

　慧

保
育
器
の
声
な
き
欠あ

伸く
び

茄
子
の
花

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

耳
遠
き
老
ひ
の
高
声
蝉
時
雨

養
老
町

　
　安

　福

　隆

　司

小せ
う

川り
う

に
若
虫
揺
ら
す
病
葉
や

中
津
川
市

　
　吉

　田

　順

　代

俳
句
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ど
く
だ
み
の
匂
ひ
の
ま
ま
の
爪
を
切
る

岐
阜
市

　
　井

　川

　し
げ
子

花
む
く
げ
腰
無
き
筆
の
供
養
か
な

大
垣
市

　
　福

　岡

　篤

　子

春
泥
を
避
け
て
離
る
る
君
の
指

岐
阜
市

　
　長

　屋

　
　
　壽

手
向
け
花
能
登
に
哀
悼
春
の
海

大
垣
市

　
　髙

　木

　章

　子

百
畳
の
本
堂
抜
け
る
若
葉
風

岐
阜
市

　
　井

　川

　
　
　誠

デ
パ
ー
ト
の
閉
店
セ
ー
ル
夏
惜
し
む

岐
阜
市

　
　奥

　田

　雅

　章

あ
や
と
り
を
孫
と
そ
の
と
き
妻
少
女

岐
阜
市

　
　辻

　
　
　雅

　宏

無
住
寺
の
静
ま
り
か
へ
り
白
牡
丹

岐
阜
市

　
　寺

　田

　雅

　子

東
雲
へ
響
む
柏
手
年
新
た

岐
阜
市

　
　山

　下

　喜
代
子

父
祖
眠
る
山
河
色
づ
く
豊
の
秋

岐
阜
市

　
　堀

　
　
　
　
　学

薬
草
の
山
に
遊
ぶ
や
秋あ

き

茜あ
か
ね

岐
阜
市

　
　後

　藤

　康

　子

朝
晩
の
温
度
気
に
な
る
お
年
ご
ろ

各
務
原
市

　
　山

　田

　純

　子

姫
の
住
む
ほ
の
か
に
光
る
竹
の
秋

各
務
原
市

　
　有

　間

　崇

　生

寒
椿
雪
に
ふ
る
へ
て
一
つ
咲
く

各
務
原
市

　
　中

　野

　多
佳
子

春
眠
の
夢
で
よ
か
り
し
涙
か
な

本
巣
市

　
　小

　嶋

　歌

　子

紫
陽
花
や
童
子
微
笑
む
山
の
寺

本
巣
市

　
　長

　友

　美
佐
子

梅
雨
間
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
花
の
美
味
美
味
し
い

本
巣
市

　
　大

　平

　美
枝
子

初
音
聞
く
奥
の
院
へ
と
続
く
道

大
垣
市

　
　浅

　井

　高

　男

春
落
葉
仏
足
石
に
日
の
柔
し

大
垣
市

　
　新

　町

　恵

　子

ガ
ラ
ス
器
の
増
ゆ
る
食
卓
夏
に
入
る

大
垣
市

　
　早

　崎

　美
弥
子

五
月
雨
や
花
嫁
御
寮
傘
の
中

大
垣
市

　
　奥

　田

　和

　子

滝
し
ぶ
き
浴
び
て
思
は
ず
深
呼
吸

大
垣
市

　
　奥

　田

　義

　明

夕
暮
れ
の
花
の
向
こ
ふ
に
ひ
と
り
を
り

大
垣
市

　
　日

　比

　昌

　子

柿
若
葉
燃
え
滾
る
道
呂
久
の
道

大
垣
市

　
　北

　村

　え
み
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

佳

　作

佳

　作

俳
句
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春
近
し
三
寒
四
温
の
繰
り
返
し

大
垣
市

　
　小

　寺

　ま
津
子

神
神
の
山
萬
緑
に
覆
は
れ
て

大
垣
市

　
　島

　岡

　嘉

　明

獅
子
岩
も
吠
え
る
熊
野
の
大
花
火

大
垣
市

　
　高

　橋

　ふ
み
え

雪
洞
や
み
な
花
冷
え
に
影
お
と
し

大
垣
市

　
　堀

　江

　敏

　子

風
雨
に
も
負
け
じ
と
咲
き
し
桜
か
な

大
垣
市

　
　岩

　田

　敏

　子

ゆ
っ
く
り
と
海
は
初
日
と
押
し
出
し
ぬ

大
垣
市

　
　日
比
野

　友

　子

城
垣
の
丸
に
十
字
や
梅
雨
に
浮
く

大
垣
市

　
　今

　津

　絹

　代

片
蔭
や
猫
の
親
子
の
寝
そ
べ
り
ぬ

大
垣
市

　
　高

　瀬

　鈴

　子

裾
野
ま
で
香
り
届
き
し
み
か
ん
の
花

大
垣
市

　
　大

　角

　信

　子

眺
望
は
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
や
ら
山
の
夏

大
垣
市

　
　鶴

　巻

　タ
ケ
ノ

臼
墨
の
花
に
負
け
じ
と
百
寿
の
姉

大
垣
市

　
　長

　江

　稔

　二

新
緑
へ
手
足
と
け
ゆ
く
露
天
の
湯

大
垣
市

　
　浅

　野

　
　
　正

幾
重
に
も
よ
り
そ
ふ
花
び
ら
紅
牡
丹

大
垣
市

　
　石

　垣

　真
里
子

庭
す
み
が
明
る
く
見
ゆ
る
半
夏
生

大
垣
市

　
　川

　出

　久
美
子

畑
帰
り
ほ
っ
と
一
息
冷
奴

大
垣
市

　
　富

　田

　洋

　子

妣
が
待
つ
籠
抱
え
し
蓬
と
り

大
垣
市

　
　林

　
　
　み
き
子

卒
業
や
孫
ハ
イ
タ
ッ
チ
の
大
き
な
掌

大
垣
市

　
　上

　田

　正

　衛

腕
借
り
て
歩
幅
拡
げ
る
花
吹
雪

海
津
市

　
　伊

　藤

　見

　慧

保
育
器
の
声
な
き
欠あ

伸く
び

茄
子
の
花

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

耳
遠
き
老
ひ
の
高
声
蝉
時
雨

養
老
町

　
　安

　福

　隆

　司

小せ
う

川り
う

に
若
虫
揺
ら
す
病
葉
や

中
津
川
市

　
　吉

　田

　順

　代

俳
句
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優
秀
第
三
席

各
務
原
市

　
　多
和
田

　瑠
璃

　わ
が
国
は
敗
戦
後
す
で
に
七
十
九
年
　戦
争
を
拒
否
し
平
和
を
維
持
し
て
き
た
、「
ノ
ー
、

モ
ア
、
戦
争
」
を
合
言
葉
に
　平
和
を
享
受
し
て
き
た
が
、
そ
の
惨
た
ら
し
い
人
間
の
殺
し

合
い
の
戦
争
が
、
こ
の
地
球
の
ど
こ
か
で
ま
だ
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と

で
あ
る
、
そ
の
世
界
平
和
の
先
が
暗
い
の
は
悲
し
い
こ
と
、
平
和
の
よ
ろ
し
さ
を
全
世
界
の

人
々
が
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と 

し
き
り
で
あ
る
。

　
　（ど
こ
か
は 

は 

ど
こ
か
に 

が 

よ
ろ
し
か
ろ
う
か
）

地
球
儀
の
ど
こ
か
は
戦
火

　五
月
闇

本
巣
市

　
　古
田

　美
代
子

　こ
の
金
の
真
桑
瓜
は
　黄
金
色
に
よ
く
熟
れ
真
桑
瓜
　郷
土
の
名
産
品
　そ
の
立
派
な
郷

土
の
名
産
品
を
ご
先
祖
様
に
お
供
え
し
て
の
法
要
、
後
か
ら
親
族
揃
っ
て
お
添
え
を
い
た
だ

く
の
も
　立
派
な
ご
先
祖
様
へ
の
感
謝
の
供
養
な
の
で
す
。

法
要
の
供
物
に
金
の
真
桑
瓜

優
秀
第
二
席

俳
句

36

川
柳

本
巣
市 

　福
田
　和
子

優
秀
第
一
席　男

性
の
平
均
寿
命
は
八
十
二
歳
で
す
。

　私
は
今
年
八
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
残
り
を
余
命
と
言
っ
て
い
ま
す
。

作
者
は
百
ま
で
生
き
る
つ
も
り
で
、
平
素
か
ら
畑
仕
事
に
精
を
出
し
た
り
、
毎
日

一
万
歩
、
と
運
動
に
心
掛
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　「足
洗
う
」
と
い
う
下
句
で
そ
う
い
う
生
活
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。

百
ま
で
は
生
き
る
つ
も
り
の
足
洗
う

※審査員　武山　博 氏
川柳
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こ
れ
大
事
あ
れ
も
大
事
と
ゴ
ミ
の
部
屋

養
老
町

　
　清

　水

　康

　子

Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
が
好
き
と
言
う
孫
𠮟
り
つ
け

大
垣
市

　
　山

　田

　良

　子

一
歩
二
歩
牛
歩
で
進
む
八
十
路
坂

岐
阜
市

　
　可

　知

　百
合
子

体
操
は
楽
し
め
る
憩
い
の
場

各
務
原
市

　
　山

　田

　純

　子

汗
ぬ
ぐ
い
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
願
い
ト
ン
ボ
引
き

各
務
原
市

　
　刈

　谷

　公

　兵

こ
の
頃
は
鶏
に
も
劣
る
二
歩
わ
す
れ

本
巣
市

　
　石

　末

　
　
　勉

「
ご
め
ん
ね
」
は
夫
婦
喧
嘩
の
特
効
薬

大
垣
市

　
　奥

　田

　和

　子

葬
式
に
飾
る
写
真
を
選
ぶ
日
々

大
垣
市

　
　奥

　田

　義

　明

だ
ん
ま
り
は
病
の
せ
い
で
や
も
を
え
ず

大
垣
市

　
　堀

　
　
　吉

　則

優
　
秀

第
四
席
　

優
　
秀

第
五
席
　

川
柳

37

岐
阜
市
　
　堀
　
　
　 学

　「男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
幸
い
に
、
料
理
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
酒
の
肴
ぐ
ら
い
は
自
分
で
用
意
す
る
と
は
、
見
上
げ
た
心

が
け
で
す
。

　ひ
ょ
つ
と
し
て
、「
そ
の
く
ら
い
自
分
で
や
っ
て
よ
！
」
と
い
う
声
が
出
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
上
句
の
「
父
ゆ
ず
り
」
が
効
い
て
い
ま
す
。

父
ゆ
ず
り
男
料
理
の
冷
奴

各
務
原
市
　
　古
川
　
　豊

　私
も
百
均
の
フ
ァ
ン
で
す
。店
内
に
二
時
間
い
て
も
飽
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
も
ま
あ
こ
の
値
段
で
、
と
感
心
し
な
が
ら
つ
い
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
年
金

暮
ら
し
で
す
か
ら
「
せ
つ
や
く
節
約
」
と
言
い
つ
つ
余
分
な
物
ま
で
買
う
の
で
す

ね
。
ち
な
み
に
百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
平
均
客
単
価
は
七
百
円
程
ら
し
い
。

百
均
で
無
駄
遣
い
す
る
老
い
二
人

優
秀
第
二
席

優
秀
第
三
席

川
柳
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